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教育イノベーションとは？

「イノベーション＝技術革新」ではない。

イノベーションとは、アイデアや発見、技術革新の普及などに
よって、人々の価値観や文化、生活様式が変わること。

グローバルな時代に、イノベーションは、よりオープンなプロセ
スを経ることによって加速する。

そのようなオープン・イノベーションが、今日の教育システム、
とりわけ日本の高等教育において求められている。
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何故MITは、イノベーティブなのか？
創意工夫・奇想天外・エンターテインメントの文化
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京大もイノベーティブ：折田先生像！
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Learning Objectives

1. Engage in Engineering inquiry and discussion and demonstrate curiosity. Students accept 
responsibility for their own learning and are independent learners.

2. Use and calculate engineering FUNdaMENTALs (i.e., equations of motion, energy, constitutive 
equations, momentum, energy, free body diagrams, life, drag, and propulsion) to evaluate 
designs and robotic vehicle performance (homework, reading assessments, laboratory recitations, 
design reviews).

3. Approximate/estimate performance of vehicles, and possess a breadth of integrated 
fundamental knowledge in the sciences and engineering, humanities and arts (e.g. design 
notebooks, technical reports, web portfolio, laboratory recitations, poster session).

4. Effectively communicate their design ideas and process through written report, oral 
presentation and final poster presentation.

5. Team design of robotic exploration vehicle (notebooks, prototypes, drawings (hard copy and 
electronic), computer models, operational subsystems, operational vehicle, peer instruction).

6. Contribute effectively to team design (peer evaluations, self evaluations, TA and instructor 
evaluation).
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What do these three things have in common?

Space 

Shuttle
8th Largest Super-yacht

Maserati Race Car

Paul Allen’s 413! 4” Octopus

Exploring Sea, Space AND Earth:
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These?

Future Warrior Concept

Shuttle Astronaut

Sylvia Earle in the Jim Suit
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2.00A/16.00A The Projects

Remotely Operated 
Underwater Vehicles 

(ROVs) 
2006, 2007 & 2009

Land Sea Rovers
2008

http://ocw.mit.edu/OcwWeb/Mechanical-Engineering/
2-011Spring-2006/CourseHome/index.htm

Projects expose students to fundamental electronics 

(soldering, circuits, fuses, LEDs, switches, etc) & 

instrumentation (pressure, temp, salinity, etc) as well as 

fabrication skills, trouble shooting and team work.  
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John Belcher教授と仲間たちによる授業改革プロジェクト
（Rensselaer Polytechnic InstituteやNCSUの「Scale-Up」より派生）

TEAL (Technology Enabled Active Learning)

The Gallery of Teaching and Learning - KEEP Case Studies: Transferring Knowledge and Experience
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数学科で開発されたMathletsが、物理学科のTEALでも利用されている。

複数の学科・学部が協力して教育イノベーションを推進

Mathlets Mathlets Snapshot

11

教育イノベーションは、一日にして成らず！

At M.I.T., Large Lectures Are Going the Way of the Blackboard - NYTimes.com MIT TechTV – Perspectives of TEAL
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大講義室での授業も工夫次第で面白くできる

MIT TechTV – Walter Lewin Video PromoPhysics | 8.01 Physics I: Classical Mechanics, Fall 1999
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国の根幹は人つくり

「科学技術がいくら進んでも、それを作るのも、使うのも「一人ひとりの人」であ

る。すべての人たちが科学者になるわけでもないし、研究者になるわけでもない。

しかし科学的思考ができることは大事なことである。これからの人つくりは国家の

『社会や組織に適合する人』を作るのではなく、一人ひとりが『個』として思考

し、考え、行動する、そのような人たちによる社会を構成する、これこそがこれか

らの人つくりの目標だろう。自然の文化、文明を理解し、その多様性を認識、尊重

し、国境を越えて思考しながらも、地球規模の問題を認識しつつ行動できるような

グローバル時代の『個人』が一人でも多いような社会の形成こそが、これからの国

家の目標ではあるまいか。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 黒川清 “Science As A Foreign Policy”）
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Prof. Richard A. Muller at UC Berkeley

PffP: Physics for Future Presidents

Physics for future Presidents

What does every world leader need to know about Physics?
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先の見えぬ海を　「日本」という船が行く
山積みの荷を抱え　もう埠頭には戻れない!?
Oh! ときめくようなガイドラインも無いじゃない
舵取るのは誰でしょう!?
居ない...!?
茶番や下司な争いのために　捨てないで明日を
貫いて夢を
希望を胸に国民(たみ)の未来儚く
風向きばかりを 皆 妙に気にしてる...
　　　　　　　　　　　　　　　　　ー 桑田佳祐
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「不沈空母」?

将来に対する
  漠然とした不安...
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いま日本は戦後五十年、いや明治維新以来百年のなかで最大の危機に
あります。（中略）二十一世紀もはじめは当分日本の衰退の時代が続
くでしょう。それは経済が原因ではなく人材の貧困が原因となるで
しょう。（中略） 

自分の所信を鮮明にして断行邁進する型の人材が少なくなりました。
このため日本の国際的地位も下がり、不況が十年も続いています。こ
れは戦後のその時期の教育のせいでしょう。

だからこれを建て直すのも教育であるのです。二十年はかかるでしょ
うが、それをもう一回直して、一つの共同社会における生き様を建て
直さないといけません。いまやろうとしている教育改革は、そのため
の前哨戦になると思います。

ー 中曽根康弘「21世紀日本の国家戦略」より
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（中略）もっと広い視野で戦後日本文明全体をみて、そこから人間をつく
りなおし、二十一世紀型の人間をつくっていくことが重要です。この「教育
革命」では、そういう発想に立っていく必要があると思います。そうでなけ
ればこの大仕事は成功しません。

教育は学校のみでなく、家庭とか共同集団で行うようになります。もちろ
ん学校も続くが、学校と同等の価値をもつものとして、家庭や私塾、その
他の集団が位置づけられるようになるのです。（中略）また、インター
ネット社会がますます発展し、学者、政治家、あるいは市民と、あらゆる
分野においてインターネットによる連合ができて、国の垣根が低くなってい
くでしょう。

ー 中曽根康弘「21世紀日本の国家戦略」より
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Supply Push               Demand Pull
流通・販売

小売店 オンラインストア
メディア

マスメディア パーソナルメディア
広告

マスメディア ネット検索付帯

教育
大量生産的・画一的な知識や

技能の習得
コミュニティーベース
興味・能力・必要に応じたオン
デマンドな知識・技能の習得

グローバル化や「フラット化する世界」において求められる
21世紀の教育におけるパラダイム転換
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21世紀の教育におけるパラダイム転換
Supply Push               Demand Pull

教育
大量生産的・画一的な知識や

技能の習得
コミュニティーベース
興味・能力・必要に応じたオン
デマンドな知識・技能の習得

公教育（学校） 学校外教育・社会人教育

サービスの多様化・個別対応化
が不可欠なのであれば、公教育
の「一部民営化」のような発想
も必要か？

必要なのは、テクノロジーを利用
して、学習を能動的・協調的・熱
中的・探索的な知的活動に変える
ビジョンとグランドデザイン
オープンエデュケーション, ゲーム, 
Web 2.0, エデュテインメント,
ソーシャル・ネットワーキング
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教育システムの３本柱
（インターネット前モデル）

家庭

学校

地域コミュニティー (公立図書館や博物館、職場などを
含む)
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教育システムの３本柱
（インターネット前モデル）

家庭

学校

地域コミュニティー (公立図書館や博物館、職場などを
含む)

グローバルな教授・学習コミュニティー

4×
×
後

家庭・学校・地域コミュニティーにも新たな役割
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（中略）もっと広い視野で戦後日本文明全体をみて、そこから人間をつく
りなおし、二十一世紀型の人間をつくっていくことが重要です。この「教育
革命」では、そういう発想に立っていく必要があると思います。そうでなけ
ればこの大仕事は成功しません。

教育は学校のみでなく、家庭とか共同集団で行うようになります。もちろ
ん学校も続くが、学校と同等の価値をもつものとして、家庭や私塾、その
他の集団が位置づけられるようになるのです。（中略）また、インター
ネット社会がますます発展し、学者、政治家、あるいは市民と、あらゆる
分野においてインターネットによる連合ができて、国の垣根が低くなってい
くでしょう。

一面においては、自分の伝統とか文化を守ろうという動きが逆に強くなっ
てきます。グローバル化とナショナリズムの混成の時代です。このような
未来を頭に入れた教育、文化、科学、というようなものを我々は考えなけ
ればならないのです。それが分水嶺の時代の仕事だともいえます。

グローバル化とナショナリズムの混成の時代

ー 中曽根康弘「21世紀日本の国家戦略」より
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「（GATTによる）
貿易自由化勧告は、
第二の黒船だ。日本
は、いつまでも鎖国
貿易を続ける訳には
いかない」

「貿易の完全自由化
が最終的な目標だと
しても、今の日本の
産業界は、まだ発展
途上にあり、保護さ
れるべきだ」

日本の高等教育の育成と国際化は、どうあるべきか？

文科官僚たちの夏 2009

グローバル化とナショナリズムの混成の時代

「政産官の鉄のトライアングル」
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今、日本の大学が「生き残る」ために実行していること

ブランド力などを利用した学生・教員・外部資金集め

大学や学部レベルでの合併や統合
より効率的な経営・教職員の削減

社会人の大学院・大学への呼び戻し
大学の「レジャーランド化」による「集客力」の向上

教育・研究環境の改善（少なくとも重点的な努力目標）
留学生の誘致、等々

これら各々の功罪は何か？相乗効果や相殺効果は？
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日本の大学が「生き残る」とは、どういうことか？
「大学全入時代」は、日本の国内問題にしか過ぎず、世界の高等
教育における問題ではない。
世界のグローバル化が進む中で、そもそも日本人の学生数の減少
だけを問題とすること自体が間違っているのではないか？
日本から海外に留学する学生の数が、大幅な減少傾向にあること
をどう考えるか？（特に、世界的な「知識の交流」や「教育鎖国
化」という点から）
政官主導の国策として、「生き残る大学」が決められていくの
か？
それとも、各大学が互いに切磋琢磨しながら、「共存共栄」の道
を進むのか？
日本国内で生き残れても、世界の高等教育界で生き残れるのか？
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東京大学 ＭＩＴ

学部 1.8% 9.4%

大学院 14.9% 39.1%

全体 8.3% 27.1%

学生総数における留学生の占める割合

(2008年)
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既に大きく強い大学だけが、
”The rich gets richer”で、
生き残っていくのか？
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1. 拠点大学において実施する取組
（1）英語による授業等の実施体制の構築
 国際競争力のある学部・研究科において、英語で授業を受け、英語で学位が取得できるよ
うな体制の整備
（2）留学生受入れに関する体制の整備
 留学生に対する専門スタッフ(チューターや相談員等)による生活支援、日本語教育、就職
支援や補完教育の実施、4月以外の入学時期の促進
（3）戦略的な国際連携の推進
　留学生を受け入れるためのワンストップサービスを行う海外拠点の設置など（ロシア、チェ
ニジア、インド、ウズベキスタン、ベトナム、エジプト、ドイツ）

2. 審査・評価
　国際化拠点整備事業プログラム委員会による第三者評価を実施。大学としての戦略性・体系
性、提供されるカリキュラム、適切な人材配置計画、構想の具体性、受入学生の質の保証体
制と養成する人材像、当該大学の教育研究活動実績等について評価。

3. 財政支援期間等
　1件あたり年間2～4億円程度を原則として5年間継続的に交付予定。

全ての大学が、これらに
取り組む努力をすべき！
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大学院は出たけれど
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日本の大学と国際化：着眼点

バランスの取れた留学生の受け入れ

アジア中心 vs. 世界各地

学部 vs. 大学院

国立大学 vs. 私立大学・公立大学

首都圏大学 vs. 地方大学

理工 vs. 社会科学・人文科学

日本の学生を外国に出す（e.g., MIT Global Education）
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MIT Global Education
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教育開国について：視点と課題
頭脳流出 vs. 頭脳分散 vs. 頭脳循環（学生・教員）

大学における実践的な英語を使ったコミュニケーション力（教員・
スタッフ・学生）。これは、「比較的取り組みが容易」なのではな
いか（例：英語だけを使って教える講義を増やす）。

市場開放しても、世界的に魅力的でない大学に外国から学生や教員
は来ない。それを無理矢理連れてきても、じり貧になるだけ。大学
の「大相撲化」(黒川)が必要。

よりグローバルにオープンになりつつある教育的ツール・コンテン
ツ・知識コミュニティーやネットワークから、日本が恩恵を得られ
なくなることのマイナス。英語・非英語圏の情報格差の増大。

教育において、日本が国際貢献をできなくなっていく（ICTの進歩に
よって、時間的・空間的な障壁・デバイドが取り除かれたことで、こ
の問題点がよりはっきりと見えるようになった）。
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日本の大学の国際化に対する最大の抵抗勢力？
（大学の国際化に）最も抵抗するのは大学の教員ではないか？特に
「一流国立大学」の多くの教員がそれなりの理屈を挙げながら「学部の
国際化？英語での授業？世界の若者に評価される？」というだろう。卒
業生の多くが海外の一流大学院へ行きたがるだろうが、卒業生を通して
大学の学部教育が評価されるのである。

「官尊民卑」の日本の価値とは違う評価軸で大学が評価されるのであ
る。これが自発的にできないようでは、日本の大学、つまり「知の社
会」はまだまだ「鎖国」といえよう。大学でさえそうなのだから、多く
の人の考え方が「内向き」で、「鎖国」なのも致し方ないのである。こ
のグローバルの時代に情けないと思わないのがいぶかしい。これから
の時代には「鎖国してはならない」のである。

（ 黒川清, Science As A Foreign Policy 国の根幹は人つくり, 2006）
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解決策としての「教育のオープン化」
講義教材や教育方法の改善が促進され、さらに質が高く、有用なものな
る可能性が高まり質保証が確保される（例：MIT OpenCourseWare、
カーネギーメロン大学 Open Learning Initiative）。

FDの促進：教育実践を公開し、良い点は誉めて学び合い、効果的でな
い部分は、「文殊の知恵」で改良していく。「名授業」や「ユニークな
授業」が公開されることで、教育的なノウハウが広く共有され、教育活
動に対する関心も高まる。

教育的な試行錯誤や「二の舞になる」ことを避けられるので、より多く
の時間、予算、労力を「教育的イノベーション」に投資することが可能
になり、教育の進展スピードが加速される。

先進国が「教育のオープン化」を進めることは、途上国における教育シ
ステム・基盤構築のための大きな助けとなる。
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Open

Education
オープンエデュケーションによる

教育の開化・進化・深化
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THE CARNEGIE FOUNDATION

FOR THE ADVANCEMENT OF TEACHING

教育的コンテンツを無料で広範に頒布するという
観点から、世界で最も普及しているオープン
コンテンツ・モデルは何か？
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THE CARNEGIE FOUNDATION

FOR THE ADVANCEMENT OF TEACHING

公立図書館
インターネットも必要なし
クリエイティブコモンズも必要なし
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アンドリュー・カーネギーと公立図書館

オープンコンテンツの元祖「足長おじさん」
図書館の守護神
約3,000の公立図書館を創設を経済的に援助
公立図書館は、長年にわたって世界中の人々に利用され、啓
蒙・教育に貢献してきた。（日本：2,600以上）

世界で最初のカーネギー図書館, 
Dunfermline, Scotland, 1883 

Martin Luther King Jr, Library,
San Jose, California, 2003
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20世紀モデルから...

21世紀モデルへ...

(Lohner-Porsche Mixte, 1903)

(Toyota Prius, 2009)
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２１世紀のオープンエデュケーションの可能性を探る
「オープンエデュケーションによって、教えと学び
をどのように進展させられるか」を、カーネギー財
団の出版プロジェクトを通して検証・模索

38人のオープンエデュケーションのリーダーと専門
家による全24章を収録

これらのプロジェクトや機関が体得した知見や将来
へのビジョンを網羅: OKI, IMS, CNI, Sakai, 
Moodle, iCampus, VUE, Mellon Foundation, 
OCW, Connexions, OLI, MERLOT, OpenLearn, 
SOFIA, Creative Commons, Hewlett 
Foundation, CASTL, VKP, ISSOTL, Open 
University, Carnegie Foundation, LAMS, 他

通常のハードカバー版に加えて、Creative 
Commonsを使用し無料ダウンロード版も提供

MIT大学出版局より刊行
(2008年)

http://mitpress.mit.edu
Search: “opening up education”
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オープンエデュケーションの様々なプロジェクトにおける「価
値命題」と「示唆的な意味合い」を明らかにする。

これらのプロジェクトを「現在の段階」から「理想的状態」に
移行させるために必要な、ミクロ的・マクロ的な要因を解明す
る。

教えと学びに携わる全ての人々が、「実践と振り返りのコミュ
ニティー」として、いかに効果的に教育的なイノベーション、
教授的経験と知識を共有するによって、教育の質を継続的に改
善していけるかを探求する。

「 Opening Up Education」の目的
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「Opening Up Education」プロジェクト：
互いのプロジェクトから学び合う機会を提供

オープンエデュケーション・サミット (2006年９月・於カーネギー財団)
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オープンエデュケーションの三構成要素

オープン
テクノロジー

オープン
コンテンツ

オープン
ナレッジ
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開かれた教育の三構成要素

and more...

オープン
テクノロジー
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Open Knowledge Initiative (MIT) 2001-　

Sakai Project (U. of Michigan, Indiana U., MIT, Stanford, 
etc.) 2003-

Moodle 2001-

uPortal (U. of Delaware, JA-SIG, etc.) 2001-

Open Source Portfolio Initiative (U. of Minnesota, 
Delaware, Indiana U., U. of Michigan,  Carnegie 
Foundation, r・smart, etc.) 2003-

代表的なオープンテクノロジー・プロジェクト
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なぜLMSを導入し利用することによって、
教育を進展できる可能性があるのか？

教授デザイン学（Instructional Design）

学習科学（Learning Science）

教育工学（Educational Technology）

１．教授ー学習過程をシステム的観点から捉えられる
２．学習心理学・学習理論を授業・コース設計に適用できる
３．教授・学習のためのテクノロジーの効果的利用を実証的に　　　　　　　　　　　
　　吟味、継続的に改善できる
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オープンスタンダード・オープンシステム：
各大学のe-Learningに対するニーズに個別対応可能

オープンスタンダードに準拠した教
授・学習ツールモジュール群

A大学 Ｂ大学

52



各大学のニーズに合った最適化が可能

オープンスタンダードに準拠しているので、教育機関・個人・企
業などが、「真に教育的効果の高い教授・学習ツール」を協力
して開発、共有、改良していくことができる（例: Sakai加盟大
学・機関・企業：100+）

大学だけでなく、初等・中等・高等教育において一貫した
eLearningのプラットフォームとして利用できる（各教育課程に
のレベルに合わせて、ツールや機能などの最適化を行える）
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Initiative of San Luis Digital Agenda (アルゼンチン)

地元のLa Punta大プロジェクトを全面的に支援
54
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Initiative of San Luis Digital Agenda (アルゼンチン)

地元のLa Punta大プロジェクトを全面的に支援
56



iLabs

Polymer Crystallization

Shake Table

Heat Exchanger

ラボ実験の機会の増大

学生や研究者を対象とした、より長
時間の実験機器・施設の使用

最新の実験機器・施設へのアクセス

iLabsを通した教育・研究コミュニ
ティー作りと教育・研究コンテンツ
の共有

Dynamic Signal Analyzer Microelectronics Device Characterization

57

iLabs: Nuclear Reactor iLab

MIT Reactor iLab - Home
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iLabコンソーシアムの設立

新たなオンライン実験機器・施設やそれに付随す
る教材やカリキュラムの開発と利用の促進
オンライン実験機器・施設の共同利用や相互利用
促進のための、より効率的な仕組みの考案
オンライン実験機器・施設を利用する研究者の教
育的コミュニティーの支援
iLabアーキテクチャーの進化の支援

目的：

立ち上げミーティングには、MITの他に、オーストラ
リア、オーストリア、アフリカなどの大学数校や
Microsoft、National Instruments、IEEEなどからの
代表が参加した。
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オープンテクノロジーのメリット

オープンスタンダードに準拠して、教育機関・個人・企業など
が、「真に教育的効果の高い教授・学習ツール」を協力して開
発、共有、改良していくことができる（例: Sakai加盟大学・機
関・企業：100+）。

オープンソースであれば、ソフトウェアやツール自体は無料で使
え、ローカルなニーズに合うように、自由に修正・改変すること
ができる（開発やサポートには、費用・労力がかかる）。

真の価値は、教育ソフトウェア自身の開発・普及にあるのでは
なく、その設計・開発・利用の過程で生まれる「テクノロジー
を利用した、より効果的な教えと学び」に関するディスカッショ
ン・知識・経験の共有にある。
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オープンテクノロジーを巡る課題

将来に渡ってのサポートや開発継続が不確実（主として資金の問
題）。（Mellon財団の提唱する「Educore」構想）
成功のために、デベロッパー・ユーザーのコミュニティーの形成
が不可欠。(Sakai Enterprise Partners Program)
「オープンソース」の共通定義が必要（特に、ライセンシングに
ついて）。
「無料」のソフトウェアを利用する各大学における十分なサ
ポート体制・予算の確保。
大学にとってのソフトウェアを「乗り換える」難しさ。（例：
BlackBoardからSakaiへの移行）
コマーシャル・ベンダーとの共存共栄モデルの模索。
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オープンエデュケーションの三構成要素

オープン
テクノロジー

オープン
コンテンツ
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拡がり続けるオープンコンテンツの世界
既に何万ものオープンな教材が利用可能

and more...

オープン
コンテンツ

63

代表的なオープンコンテンツ・プロジェクト

Multimedia Educational Resources for Learning and Online 
Teaching (MERLOT), California State University System, 
1997- : $ 20M+

OpenCourseWare (OCW), MIT, 2001- : $ 20M+

Connexions, Rice University, 2000- : $ 6M+

Open Learning Initiative (OLI), Carnegie Mellon University, 
2003- : $ 5M+
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MIT OpenCourseWare: 30以上の学部・学科が参加
 • Aeronautics and Astronautics

 • Anthropology

 • Architecture

 • Biological Engineering Division

 • Biology

 • Brain and Cognitive Sciences

 • Chemical Engineering

 • Chemistry

 • Civil and Environmental Engineering

 • Comparative Media Studies

 • Earth, Atmospheric, and Planetary Sciences

 • Economics

 • Electrical Engineering and Computer Science

 • Engineering Systems Division

 • Foreign Languages and Literatures

 • Health Sciences and Technology

 • History

 • Linguistics and Philosophy

 • Literature

 • Materials Science and Engineering

 • Mathematics

 • Mechanical Engineering

 • Media Arts and Sciences

 • Music and Theater Arts

 • Nuclear Science and Engineering

 • Ocean Engineering

 • Physics

 • Political Science

 • Science, Technology, and Society

 • Sloan School of Management

 • Special Programs

 • Urban Studies and Planning

 • Women's Studies

 • Writing and Humanistic Studies

65

OpenCourseWareコンソーシアム

世界各国の100以上の大学・機関が参加し、既に数千もの講義教材が公開されている。
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「必要な人に」
「必要な時に」
「必要な中身を」 

Demand-Pull：オープンな教材の利用促進

「必要な形で」         重要!
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Demand-Pull：オープンな教材の利用促進
「必要な人に」
「必要な時に」
「必要な中身を」 

「必要な形で」         重要!
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69

Demand-Pull

(築地)
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Demand-Pull

71 72



73

OCR 
Recommender
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次世代オープンコンテンツ・プロジェクトモデルの模索

Open Learning Initiative
(Carnegie Mellon University)

Connexions (Rice University)

OpenLearn (Open University, UK)
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次世代オープンコンテンツプロジェクトモデルの模索
Connexions (Rice University)
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(Richard Baraniuk, 2007)
77

次世代オープンコンテンツプロジェクトモデルの模索
Open Learning Initiative (Carnegie Mellon University)

OLI  Website

78

インタラクティブなシミュレーションをコース教材に内包

(Candace Thille, 2007)
79

AI(人工知能)技術を応用した自学サポートツール(Cognitive Tutor)を
コース教材と共に提供

(Candace Thille, 2007)
80



自習過程の学習診断結果を教員や学生自身に伝え、理解にくいしに
くい概念や学習項目を明らかにする。

(Candace Thille, 2007)
81

学習科学や認知科学に基づいたコース設計
効率的・効果的な学習・教授の追求
教授法・学習法・教材の改善のための教員と学
生のコミュニティー作りを支援

82

次世代オープンコンテンツ・プロジェクトモデルの模索
OpenLearnプロジェクト
(Open University, UK)

Open Universityの教材の一部を公開
学習コミュニティー作りを支援
LMSは、Moodleを利用
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インターネットには既に膨大な量のオー
プンコンテンツが出回っているが、これ
らは「ガラスショーケースに入っている
良品」「運転することのできな洒落た
車」に過ぎないのか！？

触るべからず！見るだけ！
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オープンコンテンツの利用促進を阻む要因

理解しづらく使いにくい
一方的で「押しつけ」がましい
改変しづらく再利用しにくい

これらの教材は、自分の教え方のアプローチ
に適合しない (75%)
時間がない (66%)

教員へのアンケート調査
「なぜオープンな教材を使わないのか？」

(Harley, D., 2006; McMartin, F., 2005)
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MIT オープンコースウェア(OCW): 全てのコース教材
MERLOT: メンバーによって登録されたもの、部分的に
査読有り)

Non-MIT OCW: 選ばれた秀逸な講義教材
Carnegie Mellon U. Open Learning Initiative: 他の大
学・教員・学習者が必要としている講義教材
Foothill College SOFIA: 教材の「質」コンテストによっ
て選ばれた講義教材

何を提供するかをどのように決定するか
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設計 開発 形成的評価 修正・改良 利用・
総括的評価

教育テクノロジー・教材・カリキュラム開発のプロセス

形成的評価 修正・改良 利用・
総括的評価

このスパイラル的開発・改良プロセスを、オープンでコミュニ
ティー・ベースにできるか?（例: Wikipedia)
「参加すること」が肝要

１．教授ー学習過程をシステム的観点から捉える
２．学習心理学・学習理論を授業・教材設計に適用する
３．教授・学習のためのテクノロジーの効果的利用を実証的に　　　　　　　　　　　
　　吟味、継続的に改善

これらの知見や方法論を
どのようにブレンドするか
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Carl Wieman (U.S. Professors of the Year 2004)

物理学教授 Carl Wieman
ノーベル物理学賞
NSF Distinguished 
Teaching Scholar
U.S. Professors of the 
Year他、教育改善活動に関す
る賞多数
Teachingにかける情熱
PhETプロジェクト
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Carl Wieman教授とコロラド大学ボルダー校の仲間によるプロジェクト

ノーベル物理学賞の賞金で作られた
物理学習用オープン教材
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Silicon Valley Education Foundationによる地元の先生の支援 

Lessonopoly
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Wikiベースのカリキュラム共有・改善のためのコミュニティーサイト

Curriki
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BLOSSOMS

MIT BLOSSOMS (Blended Learning Open Source Science or Math Studies)

MIT TechTV – BLOSSOMS-An Introduction to the MIT BLOSSOMS Initiative
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オープンコンテンツを巡る課題

知的所有権の扱いをどうするか？（例：Creative Commons）
コンテント・プロバイダーにとって、サービスの対象となるユーザーを特定
し、そのユーザーに最適なコンテンツとサービスを提供することは重要か？
オープンコンテンツのUser Studyは、何を、どのように調査・研究するべき
か？（例： 動機、利用方法、満足度）
コンテンツのローカリゼーションや翻訳を、誰が、どのように行なうか？
教材の質を、どのようにして確保・維持するか？Peer-Reviewは、必要か？
（OCW、MERLOT、Connexionsの対比）
オープンコンテンツ、オープンコンテンツ・プロジェクトをどのように継続的
に維持するか？
複数のプロジェクト間の連携や協力をどのように行なうか？
ユニバーサル・アクセスをどのように実現するか？（例：Federated 
Search、Portals）
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オープン
テクノロジー

オープン
コンテンツ

疑問：「他の料理人は、どうしているのだろう？」

「知の料理人」としての教員は、これらの「教えのための
『道具』と『 材料』」を使いこなすことが求められる。

この疑問を、FDの推進力として利用できないか
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公開・共有されたカリキュラム・教材・教育テクノロジーが、「どのよ
うにデザイン・開発・利用されたか」という経験や知識は、共有され蓄
積されなければならない。

これによって初めて、「教えと学びのイノベーション」を目指す実践コ
ミュニティーの形成を通じた教育の進展が可能になる。

1. 教育テクノロジー・教材の質的改善
2. 教育テクノロジー・教材の利用方法の改善
3. 個々及び全体の教育的知識の増大

オープン
ナレッジ
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教育改善に不可欠な教育的知識共有

「自らを絶え間なく進歩させる学術的実践コミュニティーの一員
としての大学教員の『職業的な責務』は、単に教育・研究内容や
専門分野の知識を伝播すること以上のものでなければない。これ
らを伝播するだけでは、教育の改善や改革を恒常的に促進させる
ことは難しく、学術的実践コミュニティーにとって、教授行為や教
材・教育課程・教育的ツールの開発と利用に関する暗黙的・明示
的知識を共有することは不可欠である。」

（Iiyoshi, Richardson, & McGrath, 2006; Iiyoshi, 2006）
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 知識メディア研究所
Knowledge Media Laboratory (KML)

マルチメディアやネットワークテクノロジーを利用し
た教育の質的改善に関する調査・研究・開発
より多くの教員・学習者・教育機関が、「教授・学習
に関する内在的経験や知識を外在化し、知の実践コ
ミュニティーとして共有・蓄積可能にする」ための支
援・提言
教育におけるこのようなテクノロジー利用を促進する
ための啓蒙・普及活動と将来ビジョンの探求
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過去十数年におけるFDのもう一つの潮流：
Scholarship of Teaching and Learning (SOTL)

教授実践を公開する (making teaching public)

Peer Reviewを通した建設的意見交換を行う

互いの実践から学び合い、コミュニティーとして
教育実践の改善に関する知識構築を行う
（building communities of practice; 
pedagogical knowledge sharing）
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Carnegie Academy for the Scholarship of Teaching and 
Learning (CASTL)

SOTLリーダー養成のための各大学の教員を対象とした一年
制のフェローシッププログラム (1998-2009)

CASTL Campus Program:
大学機関レベルでのSOTL連絡協議会

99

CASTL: 学際的コミュニティー
生化学
ビジネス
化学
コミュニケーション
経済学
教育学
工学
文学
語学
歴史学
複合領域分野

法学
数学
芸術学
哲学
物理学
政治学
心理学
宗教学
社会学
神学
公衆衛生学
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テクノロジーによるSOTL支援

101

教育的知識や経験をどのように扱い、
どのように表象すればいいのか？

102

教授・学習
方法

ここでいう「知識(ナレッジ)」とは?

学生

教師

コンテンツ
（教材）

テクノロジー
（ツール）

互交

作 用

教授と学習に関する
経験的知識

103

このような知識と経験を継時的に記録し
蓄積していくことは容易ではない

教授と学習
に関する
知識と経験

教授と学習
に関する
知識と経験

教授と学習
に関する
知識と経験

教授と学習
に関する
知識と経験

時間 開化・進化・深化の過程
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Pedagogical Knowledge（教え方に関する知識）

Content Knowledge（教科・専門分野の内容に関する知識）

Pedagogical Content Knowledge（特定の内容を効果的に教
えるための知識）

教えに関する３種類の知識

(Lee Ｓ. Shulman, 前カーネギー財団理事長)
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Pro-Amateur(Expert-Novice) Collaboration

Photo by Glenn Loos-Austin

このような教育的な知識や経験は、時間や空
間を超えて伝わる形で表象・共有・蓄積され
なければ、無数のシャボン玉のように、すぐ
に消えて失われてしまう．．．
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Student Work Examples

Key

Findings

Course

Syllabus

Project 

R
eport教授や学習に関する物証（objects）を、吟味・検証・選択・整理し、

マルチメディアを利用した簡潔で明解な「知識表象」として精練するの
は、時間的・技術的・知的に大変なプロセス。
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SOTL支援ツール・環境の必要性

教授と学習の様々な側面を反映する物証（シラバス、教材、
教授-学習過程における成果物など）の選定

分析と内省(reflection)を促進と支援

物証と内省を整理し、理解しやすい知識表象に精練

知識ベースを構築し、蓄積された知識を必要に応じて抽出し
利用
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戦略
「三拍子揃った」知識コミュニティーの構築

はやい！
やすい！
うまい！

...でなければ実現が難しい。
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KEEP Toolkit: 教育知識表象・共有テクノロジー
オープンソース
無料利用サービス

111

KEEP Toolkit(カーネギー財団版)の利用状況 (2008)

国別トップ10

1. United States
2. Canada
3. UK
4. Australia
5. Chile
6. Estonia
7. Japan
8. Spain
9. New Zealand
10. Israel
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拡がるKEEP Toolkitオープンソース版の利用

MIT     Kyoto University (Japan)

University of Maryland   MERLOT

University of British Columbia (Canada) HHMI

University of New South Wales (Australia)       UCSF

Aquinas College    University of Southern Maine

University of Minnesota   Virtual Teacher Centre (Canada)

Gateway Community College  Queen's College (Australia)

Thomas Jefferson University                          Union Institute & University

North Carolina State University  Mills College

University of Wisconsin-Madison  University of Waterloo (Canada)
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教育的知識表象のフレームワークを
テンプレートを通して提供

教授法改善プロジェクト用   コース改善プロジェクト用   ビデオを利用した授業分析用
　　　テンプレート　　　　　　　テンプレート　　　　　　　 テンプレート
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Carnegie Academy for the Scholarship of 
Teaching and Learning

Carnegie Initiative 
on the Doctorate
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「Snapshot」をグループ化し、目的に応じた
電子ポートフォーリオを組み立てる
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プロジェクトやテーマ毎に電子ポートフォーリオの
オンライン・ギャラリーを作成し公開する

117

KEEP Toolkit：CMS・LMSに統合可能

118

Scholarship of Teaching and Learningや授業改善プロ
ジェクトにおける探求、データ・証左収集、分析、振
り返り(reflection)などのプロセスを支援
教授実践コミュニティーの構築を支援

Carnegie Academy for the Scholarship of 
Teaching and Learning

第１の環境：Carnegie Workspace
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Integrative Learning Project CASTL Campus Program

大学や大学コンソーシアムによるプロジェクトの過程や
成果をリソース・ポータルを通して公開する
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(http://gallery.carnegiefoundation.org)

カーネギー財団の教育改善・改
革プロジェクトを通して作られ
たマルチメディアによる知識・
経験表象（ポートフォリオ）
を、３００以上所蔵。

第２の環境：Gallery of Teaching & Learning
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University System of Wisconsinにおける
継続的な教員コミュニティーとしての試み

10の大学キャンパス
25の学問分野
40のグループ
150人の教員
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Hewlett Foundation
Higher Education Projects

Howard Hughes Medical Institute
HHMI Professors Program

 

  

Massachusetts Institute of Technology - Department of Biology

Graham Walker's

Howard Hughes Medical Institute

Education Group

In the fall of 2003, Graham Walker was named one of 20 Howard Hughes Medical Institute Professors. HHMI created these awards to encourage research

scientists to bring their creativity to the classroom to make biology more engaging to undergraduates. Since receiving the award, Graham has used the funds

provided to establish an "HHMI Education Group" that is conceptually analogous to his Research Group. This website chronicles our experiment of founding an

Education Group, the process and products of our curriculum development efforts, and the additional education activities of our Education Group members.

THE EDUCATION GROUP HAS TWO MAJOR GOALS

1. To train scientist-educators.

2. To develop tools and curriculum that improve the teaching of

introductory biology.

MOTIVATION FOR THE PROJECT

For his entire career, Graham has "balanced on a tightrope" between

devoting time to his research career and his efforts in undergraduate

education. By bringing together a group of people interested in

teaching and educational development, young scientists could receive

training and support for their educational efforts, and mentoring on

how to walk that tightrope. Also, as with a scientific group, the

diversity of interests and talents could lead to a whole that is greater

than the sum of its parts.

At MIT, like many other universities, large lectures are a reality in

Introductory Biology courses. This format often makes it very

challenging to present material in a manner that will give students the

sense of discovery and excitement, like that experienced in advanced

undergraduate labs or research. The group therefore focuses its

curriculum development activities on creating teaching tools that help

make biology come alive for the students in lecture courses.

Coverage in the MIT press

WHO ARE THE MEMBERS OF THE EDUCATION GROUP AND WHAT

DO WE DO?

The Education Group consists of a wide variety of people with one

common interest: improving undergraduate biology education. We are

professors, post-doctoral fellows, graduate students, and

undergraduates. Some of the members work full-time on multiple

projects, some get involved in one or two projects of particular

interest, and some members just attend Education Group meetings.

Any level of involvement is an asset to the group.

The Education Group meets approximately every three weeks and

welcomes anyone in the Greater Boston area interested in thinking and

talking about biology education. To find out when the next meeting will

be, please contact Graham Walker at gwalker@mit.edu

More about Members of the Education Group

More about Education Group Meetings

"Founding this group has been one of the most

stimulating things I have done in my professional career.

I am overwhelmed by the excitement and intellectual

energy it has generated. I have likened the experience to

'dropping a seed crystal into a saturated solution of

education'."

A PERSPECTIVE ON THE EXPERIMENT OF FOUNDING AN "EDUCATION GROUP"

The funds provided with this award are enabling me to try experiments in education

resembling those carried out my own research lab, which utilizes many techniques

common to modern biological research. For the most part, these experiments involve

an initial attempt, successive cycles of redesigning the experiment and testing its

implications, and then ultimately repeating a final version that becomes the one

published in the scientific literature. Formal evaluation is not needed for the majority of

such day-to-day experiments since their success or failure is usually so obvious. Lots of

ideas are tried and many are discarded during this process, just as they are in a

research lab. It is my hope that the analogous cycles of redesign and intellectual

progression that we are using in our educational research may lead to some novel and

useful contributions that might not have emerged from the traditional approaches used

in educational research.

Graham Walker's Laboratory Website

Graham Walker's HHMI Professor Website

 

HHMI Education Group Activities, click to enlarge.

EDUCATION GROUP ACTIVITIES

Members of the Education Group are engaged in four categories of activities (labeled in blue on the diagram above) that promote the major goals of the group:

teaching opportunities; thinking, learning, and talking about education; student-centered teaching tools; and outreach activities. We nurture the

development of scientist-educators by providing opportunities for teaching and an environment in which to think, learn, and discuss ideas about biology education.

We develop teaching tools that are student-centered to improve learning in large biology lecture courses. In designing particular curriculum projects, we are

further motivated by pedagogical principles, a desire to make learning more active, and the opportunity to use technology to enhance student learning of biology.

Our work to improve biology teaching includes not only undergraduates, but also, high school students through outreach activities. Click on the diagram to

expand.

TEACHING OPPORTUNITIES

When training to be a scientist, there are

occasional opportunities to teach biology, but

they are often limited in scope and

responsibility. The Education Group is a

resource for graduate students and postdocs

looking for more opportunities to become

engaged in teaching at the undergraduate or

high school level. Being a full-time member of

the Education Group allows one to focus

intensely on biology education and gain invaluable experience for a career that

involves not only research, but also, teaching. For those actively engaged in

research, participation in the Education Group also provides a variety of part-

time or one-day opportunities for teaching biology.

Teaching opportunities include:

THINKING, LEARNING, AND TALKING

ABOUT EDUCATION

One of the particularly satisfying benefits of

founding the Education Group has been the

creation of a highly stimulating intellectual

environment in which to discuss ideas about

biology education. Simply bringing people with

this common interest together sparked many

debates about pedagogy and learning that

would otherwise never have occurred.

Opportunities for learning and thinking about biology education include:

Education Group meetings are held approximately every three weeks during the

academic year. Education Group members report on their projects or are

invited to speak on particular topics.

大規模で複雑な助成プロジェクトの過程と成果の記録と公開を支援
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HHMI Professors Program (a.k.a. 1M$ Profs)

! 生物学教育における複数年にわたる
カリキュラム開発・改善プロジェク
トを記録・公開

! 助成されたプロジェクトの過程や
成果の評価の一環として、HHMIの
理事会がこれらのSnapshotsを査読
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CSU Monterey Bay University of Waterloo

学生による学習過程・成果の記録と振り返りを支援
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様々なレベルにおける実践活動を
データや証左と共に
記録・連結・公開

大学

学部

教員

学生
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Transforming Introductory Physics Courses:
From a Large Lecture Classroom to a Student-Centered Active Learning Space

John W. Belcher, Peter Dourmashkin, David Litster, and Judy Yehudit Dori

Massachusetts Institute of Technology Department of Physics

MIT Center for Educational Computing Initiatives

Studio Physics is a new format for freshman physics education at MIT that is designed to help students develop much better intuition about, and conceptual models of, physical
phenomena. The format is centered on an active learning approach - that is, a highly collaborative, hands-on environment, with extensive use of networked laptops and desktop
experiments.

What is the focus of your investigation?

The motivation for moving to a different mode of

teaching introductory physics courses was threefold.

First, the traditional lecture and recitation format

for teaching the mechanics and electromagnetism

courses at MIT has traditionally had a 40-50%

attendance rate, even with good lecturers, and a

10% or higher failure rate. Second, a range of

educational innovations in teaching freshman

physics has demonstrated that any pedagogy using

interactive-engagement methods results in higher

learning gains than the traditional lecture format.

Finally, unlike many educational institutions in the

US and around the world, the mainline introductory

physics courses at MIT have not included a

laboratory component for over three decades.

Experiments were something we felt were crucial

for understanding, and something we were anxious

to re-introduce.

The objective of the TEAL project is to transform

the way physics is taught to large physics classes at

MIT in order to decrease failure rates and increase

students conceptual understanding, as well as

maintaining their quantitative problem solving skills.

Visualization technology can be used to support

meaningful learning by enabling the presentation of

spatial and dynamic images, which portray

relationships between complex concepts. This is

especially important in electromagnetism, where the

concepts are hard to grasp and visualize.

Supported by the d'Arbeloff  Fund for Excellence in

Education

Also supported by the MIT/Microsoft iCampus Alliance

Physics 8.02T course web site

What resources / references have you found

helpful?

"Studio Physics" loosely denotes a format instituted

in 1994 at Rensselaer Polytechnic Institute by

Professor Jack Wilson. This pedagogy has been

modified and elaborated on at a number of other

universities, notably in North Carolina State

University's Scale-Up program, under Professor

Robert Beichner. Our approach is most similar to

the NCSU Program.

The Scale-Up Project at NCSU

 

Fig. 1 Undergraduate physics students in the d但rbeloff

Studio Classroom.

What was your approach and what tools were

constructed to facilitate the students'

understanding of the subject matter?

The TEAL project is centered on an active learning

approach, aimed at helping students visualize,

develop better ntuition about, and conceptual

models of electromagnetic phenomena. Taught in a

specially designed classroom with extensive use of

networked laptops, this collaborative, hands-on

approach merges lectures, recitations, and desktop

laboratory experience in a media-rich environment.

In the TEAL classroom, nine students sit together at

round tables (Fig. 1), with a total of thirteen tables.

Five hours of class per week is broken into two,

two-hour sessions and a one-hour problem-solving

session led by graduate student teaching assistants.

The students are exposed to a mixture of

presentations, desktop experiments, web-based

assignments, and collaborative exercises. The

desktop experiments and computer-aided analysis

of experimental data provide the students with

direct experience of various electromagnetic

phenomena.

TEAL also incorporates advanced two- and three

dimensional visualizations, that employ Java

applets, ShockWave visualizations, and 3ds max

animations to allow students to gain insight into the

way in which fields transmit forces by watching how

the motion of objects evolve in time in response to

those forces. The animations allow the students to

intuitively relate the forces transmitted by

electromagnetic fields to more tangible forces.

As an example of one of our visualizations, Figure 2

shows the output of an applet that allows students

to explore visually the structor of vector fields. The

vector field in this case has an x-component give by

sin(y*y) and a y-component given by cos(x*x).

 

Fig. 2 David Rush's entry for the Weird Fields Contest

Spring 2004 Weird Fields Contest As Reported In

Wired.Com

What results have emerged?

The TEAL Project has had a robust assessment and

evaluation effort underway since its inception. This

effort is led by Professor Judy Yehudit Dori, a

faculty member in the Department of Education in

Technology and Science at the Technion. We use a

variety of assessment techniques, including the

traditional in-class exams, focus groups,

questionnaires, and pre and post testing. Our pre

and post tests consists of 20 multiple choice

questions covering basic concepts in

electromagnetism. Some of these questions are

taken from standardized tests that have been

developed and used at other institutions, and some

of these questions were developed at MIT.

Figure 3 shows the results of the pre and post

testing for Spring 2003 8.02. The results are given

for three categories of student scores: High,

Intermediate, and Low. This separation allows us to

gauge the effectiveness of instruction across the

range of student backgrounds; the separation is

made using the student score on the pre-test. The

difference between the pre and post scores is a

measure of the effectiveness of instruction.

To summarize those results, the learning gains in

TEAL Spring 2003 by standard measures are about

twice those in the traditional lecture/recitation

format across the entire range of student

backgrounds. In particular, we compared our results

in TEAL to the standard MIT lecture/recitaiton

format taught in Spring 2002. The fact that

interactive-engagement teaching methods produce

about twice the average normalized learning gains

when compared to traditional instruction replicates

the results of many studies obtained at other

universities, including Harvard.

More about TEAL and its assessment and evaluation

 

Fig. 3 Comparison of  student scores on pre/post tests

for Spring 2003
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Neuroscience for Kids

http://faculty.washington.edu/chudler/neurok.html

Eric H. Chudler, Ph.D., University of Washington, Seattle, WA

E-mail: chudler@u.washington.edu

Motivation

Neuroscience is a rapidly changing

field and access to educational

material about the brain and

nervous system is limited.

Neuroscience for Kids is a resource

that provides students and

teachers with interactive on-line material and

hands-on, off-line activities for learning about the

anatomy and physiology of the nervous system.

Background

Neuroscience for Kids has been

developed for students and

teachers at all levels, although

most of the material is designed

for middle school students and teachers. The site is

intended to be used as a supplement to class

instruction. Students and teachers explore at their

own pace as they learn about many neuroscience

topics including brain structure and function,

neurological disorders, the senses and drug effects.

Impact of Use on Teaching and

Learning

To evaluate the effectiveness of

Neuroscience for Kids on student

attitudes toward science and

neuroscience content knowledge,

the entire web site was distributed

via CD to 52 teachers (approximately 3,794 middle

school students) across the country. Each teacher

was provided with a maximum of 5 CDs per class.

Student content knowledge of neuroscience

concepts improved after use of the resource, but

student attitudes toward science remained

unchanged.

Learning Activities

Neuroscience for Kids is available

24 hours a day, 7 days a week. It

can be used at school, home or the

library...anywhere with access to

the Internet. The resource can be used to:

Research- users can find basic information about

neuroanatomy, neurophysiology, the senses, sleep,

mental and neurological illness, the effect of drugs

on the brain, neuroscience methods, blood supply,

language, and more.

Experiment and Interact- users can view on-line

activities and demonstrations (e.g., visual illusions),

locate ideas for science fair projects and ask

neuroscientists questions.

Explore- all pages include extensive links to other

resources on the WWW.

Play- on-line and off-line games, demonstrations

and quizzes permit users to learn in an entertaining

environment. Students and teachers can also send

free postcards by e-mail or request a monthly,

electronic newsletter.

Print- worksheets, bookmarks, coloring books,

puzzles, stationery, greeting cards, games, quizzes

can be printed and used off-line.

Plan- teachers have access to lesson plans and

materials that can be used inside or outside of

class.

Ask-a group of scientists in the Neuroscientist

Network is ready to answer your questions about

the nervous system.

Tips for Teaching

Students and teachers can work

through the Neuroscience for Kids

material at their own pace. If

visitors are interested in basic

information about the functions of

the brain, they can begin with the

link to "Explore the Nervous System." To reinforce

concepts related to neuroanatomy and

neurophysiology, students and teachers can select

from many hands-on activities in "Experiments and

Activities." Links to other Internet web sites and

resources for further exploration about the nervous

system are also provided. Visitors can sign up to

receive the monthly, electronic "Neuroscience for

Kids Newsletter."

Explore the Nervous System

Experiments and Activities

Neuroscience for Kids Newsletter

Reflections

Neuroscience for Kids is a

collaborative effort between

neuroscientists and K-12

educators. Neuroscientists bring the

content knowledge to the project

while educators are aware of the

best practices that make learning enjoyable. It is

through this type of partnership that exemplary

Internet resources can be developed for students

and teachers.

This electronic portfolio was created using the KML Snapshot Tool™, a part of  the KEEP Toolkit™,
developed at the Knowledge Media Lab of  The Carnegie Foundation for the Advancement of  Teaching.

Terms of  Use - Privacy Policy

MIT OpenCourseWare MERLOT

公開された教材の開発者と利用者の双方が、互いの教育的な知識や経験
を共有することで、より効果的な利用が促進される。
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Neuroscience for Kids

http://faculty.washington.edu/chudler/neurok.html

Eric H. Chudler, Ph.D., University of Washington, Seattle, WA

E-mail: chudler@u.washington.edu

Motivation

Neuroscience is a rapidly changing

field and access to educational

material about the brain and

nervous system is limited.

Neuroscience for Kids is a resource

that provides students and

teachers with interactive on-line material and

hands-on, off-line activities for learning about the

anatomy and physiology of the nervous system.

Background

Neuroscience for Kids has been

developed for students and

teachers at all levels, although

most of the material is designed

for middle school students and teachers. The site is

intended to be used as a supplement to class

instruction. Students and teachers explore at their

own pace as they learn about many neuroscience

topics including brain structure and function,

neurological disorders, the senses and drug effects.

Impact of Use on Teaching and

Learning

To evaluate the effectiveness of

Neuroscience for Kids on student

attitudes toward science and

neuroscience content knowledge,

the entire web site was distributed

via CD to 52 teachers (approximately 3,794 middle

school students) across the country. Each teacher

was provided with a maximum of 5 CDs per class.

Student content knowledge of neuroscience

concepts improved after use of the resource, but

student attitudes toward science remained

unchanged.

Learning Activities

Neuroscience for Kids is available

24 hours a day, 7 days a week. It

can be used at school, home or the

library...anywhere with access to

the Internet. The resource can be used to:

Research- users can find basic information about

neuroanatomy, neurophysiology, the senses, sleep,

mental and neurological illness, the effect of drugs

on the brain, neuroscience methods, blood supply,

language, and more.

Experiment and Interact- users can view on-line

activities and demonstrations (e.g., visual illusions),

locate ideas for science fair projects and ask

neuroscientists questions.

Explore- all pages include extensive links to other

resources on the WWW.

Play- on-line and off-line games, demonstrations

and quizzes permit users to learn in an entertaining

environment. Students and teachers can also send

free postcards by e-mail or request a monthly,

electronic newsletter.

Print- worksheets, bookmarks, coloring books,

puzzles, stationery, greeting cards, games, quizzes

can be printed and used off-line.

Plan- teachers have access to lesson plans and

materials that can be used inside or outside of

class.

Ask-a group of scientists in the Neuroscientist

Network is ready to answer your questions about

the nervous system.

Tips for Teaching

Students and teachers can work

through the Neuroscience for Kids

material at their own pace. If

visitors are interested in basic

information about the functions of

the brain, they can begin with the

link to "Explore the Nervous System." To reinforce

concepts related to neuroanatomy and

neurophysiology, students and teachers can select

from many hands-on activities in "Experiments and

Activities." Links to other Internet web sites and

resources for further exploration about the nervous

system are also provided. Visitors can sign up to

receive the monthly, electronic "Neuroscience for

Kids Newsletter."

Explore the Nervous System

Experiments and Activities

Neuroscience for Kids Newsletter

Reflections

Neuroscience for Kids is a

collaborative effort between

neuroscientists and K-12

educators. Neuroscientists bring the

content knowledge to the project

while educators are aware of the

best practices that make learning enjoyable. It is

through this type of partnership that exemplary

Internet resources can be developed for students

and teachers.
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developed at the Knowledge Media Lab of  The Carnegie Foundation for the Advancement of  Teaching.
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Neuroscience for Kids

http://faculty.washington.edu/chudler/neurok.html

Eric H. Chudler, Ph.D., University of Washington, Seattle, WA

E-mail: chudler@u.washington.edu

Motivation

Neuroscience is a rapidly changing

field and access to educational

material about the brain and

nervous system is limited.

Neuroscience for Kids is a resource

that provides students and

teachers with interactive on-line material and

hands-on, off-line activities for learning about the

anatomy and physiology of the nervous system.

Background

Neuroscience for Kids has been

developed for students and

teachers at all levels, although

most of the material is designed

for middle school students and teachers. The site is

intended to be used as a supplement to class

instruction. Students and teachers explore at their

own pace as they learn about many neuroscience

topics including brain structure and function,

neurological disorders, the senses and drug effects.

Impact of Use on Teaching and

Learning

To evaluate the effectiveness of

Neuroscience for Kids on student

attitudes toward science and

neuroscience content knowledge,

the entire web site was distributed

via CD to 52 teachers (approximately 3,794 middle

school students) across the country. Each teacher

was provided with a maximum of 5 CDs per class.

Student content knowledge of neuroscience

concepts improved after use of the resource, but

student attitudes toward science remained

unchanged.

Learning Activities

Neuroscience for Kids is available

24 hours a day, 7 days a week. It

can be used at school, home or the

library...anywhere with access to

the Internet. The resource can be used to:

Research- users can find basic information about

neuroanatomy, neurophysiology, the senses, sleep,

mental and neurological illness, the effect of drugs

on the brain, neuroscience methods, blood supply,

language, and more.

Experiment and Interact- users can view on-line

activities and demonstrations (e.g., visual illusions),

locate ideas for science fair projects and ask

neuroscientists questions.

Explore- all pages include extensive links to other

resources on the WWW.

Play- on-line and off-line games, demonstrations

and quizzes permit users to learn in an entertaining

environment. Students and teachers can also send

free postcards by e-mail or request a monthly,

electronic newsletter.

Print- worksheets, bookmarks, coloring books,

puzzles, stationery, greeting cards, games, quizzes

can be printed and used off-line.

Plan- teachers have access to lesson plans and

materials that can be used inside or outside of

class.

Ask-a group of scientists in the Neuroscientist

Network is ready to answer your questions about

the nervous system.

Tips for Teaching

Students and teachers can work

through the Neuroscience for Kids

material at their own pace. If

visitors are interested in basic

information about the functions of

the brain, they can begin with the

link to "Explore the Nervous System." To reinforce

concepts related to neuroanatomy and

neurophysiology, students and teachers can select

from many hands-on activities in "Experiments and

Activities." Links to other Internet web sites and

resources for further exploration about the nervous

system are also provided. Visitors can sign up to

receive the monthly, electronic "Neuroscience for

Kids Newsletter."

Explore the Nervous System

Experiments and Activities

Neuroscience for Kids Newsletter

Reflections

Neuroscience for Kids is a

collaborative effort between

neuroscientists and K-12

educators. Neuroscientists bring the

content knowledge to the project

while educators are aware of the

best practices that make learning enjoyable. It is

through this type of partnership that exemplary

Internet resources can be developed for students

and teachers.
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テクノロジーを利用した教育に関するグローバルな実践コ
ミュニティーによるイノベーションの公開と共有を支援

HP Technology for Teaching - Project Launch v3 (sent from jim.vanides@hp.com)

  

HISS & MoPS 

From Learning to Professional Training and Back

In the HISS (Hospital Information System for Students) project, developed between September 2003 and July 2004 at the Campus Bio-Medico University of Rome, under the financial support of HP mobility grant, 
students of medicine, nursing and dietetics practising in the ward were trained to use handheld devices connected through a WLAN in order to record patients data. The positive effects of the project went beyond 
our expectations bridging the learning dimension to the professional training and operations: the surgery department physicians and residents changed the way of rapid data entry at the bedside (previously done 
on a paper sheet placed on a wooden tablet) and the dieticians are shifting to a fully paperless activity. The HP 2005 Technology for Teaching grant MoPS (Mobile Problem Solving) has given us the opportunity to 
extend the previous project to Bioengineering students, who will follow the still on-going activities of HISS by keeping in touch with their tutors: they will be able to aid other students, physicians and nurses in 
their daily activities, observing and reporting problems by using wireless Tablet PC in a cooperative environment.

 

  

 

  

The Experience of HISS: 

a powerful metaphor

At Campus Bio-Medico University of Rome we introduced at the beginning of 2003 wireless networks 
and portable devices starting a number of projects for assessing the use of this technology. 

In the HISS project 110 students used wireless devices to collect data concerning more than 1500 patients in the Campus 
Hospital. Besides learning the use of this new technology and applying it for free access to teaching resources from any place 
in the Campus, the students involved were able to design new user interfaces for accomplishing daily tasks. 

Medicine students gave suggestions to software developers for the creation of a mask to enter clinical information at the 
bedside. Nursing students gathered records concerning entrance evaluation, medical diagnosis, collaboration problems, 
nursing diagnosis, calculation of entrance and exit fluids. The construction of an order entry system for diets was a topic dealt 
by the students of the Dietetics curriculum.

After designing the interface, the main problem was content adaptation depending on mobile devices features and the 
frequent changes in the interface definition. The possibility to rapidly change the contents through an XML schema, without 
varying the code, allowed us to improve, day by day, the application.

But the issues of the project were not only technological and pedagogical...

 

  

Besides being the acronym of a system for students, HISS became a powerful metaphor: the hiss, i.e. the 
whisper, the buzz, spread itself and involved more people and more tasks than expected.

The positive effects of the project went beyond our hopes. Two companion projects started, following the 
enthusiasm of some members of the staff: the first one, for the surgery department physicians, has changed 
completely the way of rapid data entry at bedside, which was previously done on a sheet placed on a wooden 
tablet. The second one, carried out in collaboration with the Campus Information System software 
developers, converted all dieticians activities (such as bedside-kitchen communication) to an electronic 

version.

Learn more on the HISS project 

  

MoPS: Learning Off the University

Problem Solving is a core course of Bio-Engineering curriculum: it involves all the knowledge that students have so far 
acquired, representing the first chance to test all their theoretic formation on the field and to get in touch with the Hospital 
reality at various level: physicians, nurses, trainees, IT department, etc. 

The fundamental learning and teaching issues that the project addresses are both ethical and technological. The focus is on 
enabling the students to learn through teaching something useful for the entire Hospital community (physicians, nurses, other 
hospital workers, patients). The main stress is on the connection among different disciplines and on communication: the 
students learn to interview users or to observe directly problems and to find and communicate solutions. Instructors can test 
students ability to solve problems and to react to users difficulties. If they can constantly keep in touch with students equipped 
mobile devices, they could better monitor students behaviour and help them troubleshooting.

 

  

Implementation (pedagogy)

Problem Solving is a compulsory course for all students attending the first year of the master in 
Bioengineering. The course includes both activities in the classroom and observation/intervention on 
the field. After the introduction of the teacher, that illustrates the methodology, students are sent in 
the different wards to take notes of both technological and organization problems. The possible 
solutions are discussed in classroom; after the development of an implementation, students will 
monitor users’ feedback and evaluation.

HP technology will help to achieve a fundamental goal of this course: immediate interaction for faster problem solving. 
Students equipped with Tablet PCs can participate in periodical briefings held in the classroom, then go to the hospital for 
observation, taking notes and images of the problems, and sending them to the tutors when needed. 

We will examine the effects of introducing a mobile computing data-acquisition and analysis tool into problem-solving 
laboratory. To determine the effects of the computer tool, two groups will be selected: the test group will use a computer tool 
to collect and analyze data in the hospital , while the control group will use traditional equipment (pen, paper, telephone). The 
curriculum will be kept as similar as possible for the two groups. The groups will be examined for effects on performance on 
conceptual tests and grades, attitudes towards the laboratory and the laboratory tools, and behaviours within cooperative 
groups. 

 

  

Implementation (technology)

The granted HP technology will contribute to resolving the fundamental problem or opportunity this 
project addresses: immediate interaction for faster problem solving. The use of wireless technology 
will ensure fast localization (with VoIP on the WLAN, or by instant messaging) and immediate access 
to useful information.

For this project, we are not going to develop any software, as we did for HISS. We want to test already existing software:
Project Management instruments, Chat and Cooperative environements (MS NetMeeting, Sun Forum etc.)

 

  

Impact on Teaching

First of all we aim at preparing Bioengineering students to their future profession, not only giving 
them the opportunity to play an active role in the hospital, but also giving them the instruments which 
they will encounter in their future profession. Using mobile devices they will be able, in future, to 
develop better solutions for this kind of instruments and to create new ways of interaction among 
users.

Both tutors and students will work in Moodle, a course management system that allows different kind of interaction: chat, 
forum, newsletter, video lessons, on-line resources, virtual interaction. It is basically a software package designed to help 
educators create quality online courses. One of the main advantages of Moodle over other systems is a strong grounding in 
social constructionist pedagogy.

 

  

 

  

The Impact of MoPS:

changes in student learning

One Year Ago - Wireless technologies were introduced in our Campus

Today - Every student can use wireless devices to access the Hospital Information System or to look for didactical resources 
on the University database

One Year From Now - Teacher, students and Hospital personel (physicians, nurses and dieticians) will communicate with 
wireless devices in a cooperative environment.

In HISS we tried to monitor whether the students using handheld computers were achieving better results in their 
examinations. We soon realized that there was a better (and easier to evaluate) indicator of performance related to their 
future profession: speed and accuracy. The progress of the students using the devices was measured through the increasing 
number of tasks they used it for. Nursing tutors found more accurate the forms edited via PDA than those on papers; 
dieticians calculated that the use of PDA allowed them to save up to 30of their time.

During the MoPS project we will examine the effects of introducing a mobile computing data-acquisition and analysis tool into 
problem-solving laboratory. Two groups will be selected: the test group will use a computer tool to collect and analyze data in 
the hospital , while the control group will use traditional equipment (pen, paper, telephone). The curriculum will be kept as 
similar as possible for the two groups. The groups will be examined for effects on performance on conceptual tests and grades, 
attitudes towards the laboratory and the laboratory tools, and behaviours within cooperative groups.

 

  

Access to the Hospital Information System will be improved. Students of Bioengineering will access the 
system as trainees/doctors assistants. The advantage of mobile devices is that this task can be performed 
everywhere, not only in the medical cabinet, always crowded with people and where there is normally only 
one desktop PC for both nurses and physicians.

In this way they will be able to overcome one of the main obstacles in the diffusion of new technologies in our 
Campus University: users’ resistance. More enthusiastic users can change the attitude of the more reluctant 
ones, by showing them how easy and helpful is, for example, to use mobile devices for recording patients’ 
data or to retrieve useful information at bedside. In this way we think we could persuade even health care 
professionals, excluded from the previous project, which was specifically addressed to students. The access the Hospital 
Information System will be warranted not only for problem solving, but also to give explanations on the interface, to perform 
presentations of new applications etc.

Another future scenario can be patient information. Patients can have diagnostic, treatment and educational (such as diet 
habits) data displayed in their own room, so that they can get more consciousness of their health situation.

 

  

Quick Facts

Dept:

Courses Impacted: Besides the Problem Solving laboratory, many other courses will be impacted both in Bioengineering 
Department (courses of Informatics and Telematics) and in Medicine Department (students of the 3rd, 4th, 5th and 6th year of 
Medicine practising in the wards; students of Nursing and of Dietetics). Problem Solving laboratory is a course for Graduates. 
The other ones are courses for Undergraduates.

# Students Impacted: 50 in Bioengineering Department and 200 in Medicine Department

# Faculty Involved: The professors directly involved in this project will be eight, of both Bioengineering and Medicine 
Department.

This project is funded in part by an HP Technology for Teaching grant.

 

Contact Us

Prof. Giulio Iannello: g.iannello@unicampus.it; Prof. Michele Crudele: m.crudele@unicampus.it; Dr. Maria Cinque: m.
cinque@unicampus.it

Tel: 00390622541260

Projects website for more information: http://research.unicampus.it/Hiss/;

http://research.unicampus.it/Mops/
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過去４年の間に、KEEP Toolkitを使って、世界中の
38,000人以上の教育者や学生が、既に140,000以上
もの教育的知識の表象(ナレッジ・オブジェクト)を生
み出した（2009年3月現在）。

134

これらの教えや学びに関する経験や知識を、
「必要としている人」に届くようにするため
には、何が必要か？
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第三の環境：Teaching & Learning Commons
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Teaching & Learning Commonsの概観

Teaching & Learning Commons

•Commons Manifesto
•Spotlight
•Featured KEEP Work

Teaching & 
Learning Blog

Discussion 
Forum

Community 
Favorites

Community
Collections &
Peer-Reviews 

•Most Popular Contents
•Most Popular Keywords
•Most Popular Tags

•KML Staff Picks
•IdeaBank
•IdeaLists 

Surveys & Quick PollSignature Tags Shared Bookmarks & 
PlaylistsSearch & Keymatch

•Web Events (Teaching 
Commons, Open Education, 
etc.)
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教育的知識の「生成ー共有ー利用」のサイクル
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実践コミュニティーの興味はどこにある？
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My IdeaBank/IdeaLists
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Publish & Share Your IdeaList(s)
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Scholarship of Teaching and Learning支援環境

第１の環境：Carnegie Workspace

• アイデアを育み、進行中の教育改善プロジェクトの共有・
Peer-Reviewを支援 (ツール：Wiki、掲示板、関連資料庫、
情報ポータルなど）

 第２の環境：Gallery of Teaching and Learning

• 主としてカーネギー財団のプロジェクトに関連した模範的
実践例をマルチメディアによる表象を通じて公開

 第３の環境：Teaching and Learning Commons

• 誰もが自由に教育改善に関する実践的経験・知識を公開・
共有・進化させられる「教育知識のトレーディング・ゾー
ン」(ツール：Community Favorites、IdeaBank、Blog、Tags

など）
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人と知識、人と人（さらに人と教材やツール）をどのよ
うに最適に結びつけるか？

万人に役に立つ知識 vs. 特定の人に役に立つ知識

いかに知的な好奇心を刺激し、積極的に「より良い教
えと学び」を目指した実践を促すか？

効率的・効果的な教育的知識共有の促進とその検証
を、どのように行うか？

オープンナレッジを巡る課題

144



教えと学びの実践コミュニティー

OpenCourseWare, MERLOTなど

教員学生 アドミニストレーター

uPortal Moodle・SAKAI OSP その他VUE

テクノロジーによって支援された
「教えと学びの実践コミュニティー」の構築に向けて

オープン
コンテンツ
オープン
テクノロジー

表象された「教育と学びに関する知識と経験」
(電子ポートフォーリオ、KEEP Toolkit、blog、wikiなどが利用可能)

オープン
ナレッジ

IT・ネットワーク基盤
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行政・教育機関・企業・非営利団体等は、オープンエデュケーション
を促進し、教育を進展させるために、どのような支援を提供する必要
があるか？

教授サポートと技術的サポート
教員のための動機づけや報償
「教えと学びのコミュニティー」のサポート
教材の質保証と利用の改善
「サポート体制作り」のための体制作り
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新たな学習の場

YouTube

World of Warcraft

Wikipedia

Second Life

Google

MySpace & Blogs

これらの仮想学習空間の中で
何が学べ、何が学べないのか?

IQ

CQEQ
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「Eの時代」から「Oの時代」へ
Eの10年：1990年代

e-コマース、e-ビジネス、e-パブリッシング、e-ラーニング 

Gopher (1991)、WWW (1991)、Mosaic (1993)、XML (1996)、WebCT & 
Blackboard (1997)、他 

Oの10年：2000年代
オープンイノベーション、オープンソース、オープンシステム、オープンスタン
ダード、オープンアクセス、オープンエデュケーション

MIT Open Knowledge Initiative & OpenCourseWare (2001), YouTube, 
iTunes U

「解放テクノロジー」 (J. M. Unsworth), WEB 2.0, Wikipedia, Blog, 他 
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そして「Cの時代」へ

Cの10年：2010年代
Collaboration、Collectivity、Creativity、Communities

Social Networking Service (SNS)、Twitter、Google Wave、他

Meta University、 Edu Nexus、惑星ソラリス、他
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教育実践コミュニティーの特性と価値観

実践 Good Better Best

コミュニティーの
特性

Communal
共有的

Collaborative
協調的

Competitive
競争的

価値 Product
現状

Process
改善の過程

Product
理想的モデル

150

教育実践コミュニティーの特性と価値観

実践 Good Better Best

コミュニティーの
特性

Communal
共有的

Collaborative
協調的

Competitive
競争的

価値 Product
現状

Process
改善の過程

Product
理想的モデル
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オープンエデュケーション: Education 2.0への序章

教育システムの根本的な再構築を促進
協調的な教えと学びを可能にする「オープン」な教授・学習環境の実現
（オープンテクノロジーとオープンコンテンツを無料で自由に使うこと
が可能になり、互いの知識や経験を共有しながら、ダイナミックに最良
の学習を追求できる）
大切なのは、学生と教員の双方が「より良く学びたい・教えたい」と
いう燃える情熱を持続させること！

オープン
テクノロジー

オープン
コンテンツ

オープン
ナレッジ

オープン
テクノロジー

オープン
コンテンツ

オープン
ナレッジ
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